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1・lli

軍員さ：．1

任期は平成7年11月30日まで

　
厚
生
省
で
は
、
十
二
月
一
日
付
で
民

生
・
児
童
委
員
を
改
選
し
、
新
し
い
委

員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
今
回
は
受
け
持

ち
世
帯
の
均
衡
を
図
り
、
担
当
地
域
を

見
直
し
た
た
め
、
三
名
増
員
し
七
十
六

名
と
し
ま
し
た
。
任
期
は
三
年
間
で
平

成
七
年
十
一
月
三
十
日
ま
で
、
地
域
福

祉
の
担
い
手
と
し
て
担
当
地
区
で
活
躍

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
委
員
を
厚
生
省
に
推
薦
す
る
に
あ
た

り
市
で
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
に
基
づ

き
ま
し
た
。

①
名
誉
職
的
な
人
で
な
く
、
地
域
の
コ

　
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
的
な
人
を
選
び
ま

　
し
た
。

②
多
様
化
し
て
い
る
福
祉
二
ー
ズ
に
応

　
え
る
た
め
、
経
験
豊
富
で
活
動
に
実

　
績
が
あ
る
委
員
を
主
に
再
任
し
ま
し

　
た
。
新
し
い
委
員
は
、
社
会
福
祉
に

　
対
す
る
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
地
域丸山市長から委嘱状と感謝状が手渡されました

　
の
実
情
に
通
じ
積
極
的
に
活
動
で
き

　
る
人
を
選
び
ま
し
た
。

③
母
子
・
父
子
活
動
・
要
保
護
女
子
の

　
援
護
指
導
・
高
齢
福
祉
な
ど
、
婦
人

　
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
福
祉
活
動

　
が
強
く
望
ま
れ
て
い
る
た
め
、
女
性

　
の
民
生
・
児
童
委
員
の
割
合
を
多
く

　
し
ま
し
た
。

④
年
齢
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
方
針

　
に
基
づ
き
、
新
し
い
人
は
六
十
五
歳

　
ま
で
の
人
を
選
び
、
再
任
の
場
合
は

　
七
十
五
歳
未
満
の
人
を
選
び
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
方
針
に
基
づ
き
選
ば
れ
た
新

し
い
児
童
・
民
生
委
員
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
福
祉
の
良
き
相
談
相
手
に
な
っ
て

く
れ
る
皆
さ
ん
で
す
。
困
っ
た
時
は
一

声
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　
担
当
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

　
…
担
当
区
域
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

本
田
雅
子
（
本
町
一
上
　
52
二
三
五
八
）

…
本
町
一
上
・
下
・
東
一
・
西
一
、
本

町
二
田
村
喜
作
（
諏
訪
町
　
5
7
三
二
八
八
）

…
宮
下
町
東
・
西
、
諏
訪
町
、
学
校
町

二島
田
久
藏
（
本
町
五
　
52
二
一
一
五
）

…
本
町
三
・
四
・
五
、
稲
荷
町
一

根
津
清
治
（
本
町
六
⊥
一
　
5
7
三
八
九
七
）

…
本
町
六
i
一
・
六
…
二
・
六
⊥
二

田
村
　
佳
（
昭
和
町
一
　
52
三
二
三
二
）

…
袋
町
東
・
中
・
西
、
昭
和
町
一

後
藤
唯
夫
、
（
高
田
町
二
　
52
二
四
二
四
）

…
高
田
町
一
・
二
、
栄
町
、
昭
和
町
二

樋
ロ
由
紀
子
（
高
田
町
三
西
5
7
三
二
二
六
）

…
高
田
町
三
西
・
三
南

柳
フ
ミ
子
（
高
田
町
三
東
　
52
二
七
六
八
）

…
泉
町
、
高
田
町
三
東
、
丸
山
町

西
郷
泰
巖
（
西
寺
町
　
52
三
八
四
一
）

…
昭
和
町
三
、
西
寺
町
、
七
軒
町
、
加

賀
糸
屋
町
、
関
口
樋
口
町

目
黒
リ
エ
（
駅
通
り
5
7
五
三
二
四
）

…
昭
和
町
四
、
駅
通
り
、
西
浦
町
東
・

西金
子
芳
夫
（
稲
荷
町
三
本
通
り
5
7
四
八
三
三
）

…
稲
荷
町
二
・
三
東
・
三
本
通
り
・
三

南
・
三
北
、
旭
町

平
野
喜
穫
（
八
幡
田
町
　
5
7
八
三
四
七
）

…
稲
荷
町
西
、
西
本
町
一
・
二
、
八
幡

田
町
、
下
川
原
町

渡
辺
幸
麿
（
神
明
町
　
52
二
五
〇
二
）

…
神
明
町
、
水
野
町
、
学
校
町
一
、
若

宮
町
、
田
中
町
東
・
西

田
ロ
セ
ツ
子
（
田
中
町
本
通
り
5
7
八
二
二
九
）

…
田
中
町
本
通
り
、
川
原
町
、
上
川
町

西
野
幸
雄
（
田
川
町
三
　
5
7
八
三
三
九
）

…
田
川
町
一
・
二
・
三

小
海
ヨ
ネ
子
（
千
代
田
町
5
7
四
八
一
一
）

…
千
代
田
町
、
稲
荷
町
四
、
島

庭
野
宏
平
（
江
　
道
　
　
52
三
四
〇
八
）

…
江
道
、
猿
倉

庭
野
忠
郎
（
赤
　
倉
　
　
5
7
九
三
四
七
）

…
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、

越
村
輝
夫
（
新
座
一

…
新
座
一
・
二

高
橋
三
五
郎
（
新
座
四
⊥

…
新
座
三
・
四
－
一

庭
野
－
義
（
本
町
七
⊥
一

…
本
町
七
－
一
．

赤
倉
57

二
八
三
二
）

52

三
九
五
一
）

　
・
四
－
二

　
　
　
5
7
四
六
五
七
）

七
－
二
、
三
和
町

民
生
・
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
の
役
割
は

　
七
十
六
名
の
民
生
・
児
童
委
員
は
、

国
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
で
す
。
そ

の
主
な
役
割
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

り
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活
実
態

を
つ
か
む
調
査
活
動
。
お
年
寄
り
や
生

活
・
病
気
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
、
心

身
に
障
害
の
あ
る
人
、
母
子
家
庭
な
ど

の
相
談
に
の
り
適
切
な
助
言
指
導
を
行

う
保
護
指
導
活
動
。
こ
れ
ら
の
問
題
を

解
決
す
る
た
め
老
人
・
児
童
福
祉
施
設

へ
の
連
絡
活
動
。
民
間
奉
仕
者
と
し
て

福
祉
事
務
所
や
保
健
所
な
ど
の
行
政
機

関
と
協
力
す
る
業
務
。
ま
た
、
保
護
指

導
を
必
要
と
す
る
人
に
手
を
差
し
伸
べ

る
生
活
指
導
が
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
次
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

〈
生
活
に
困
つ
て
い
る
人
に
〉

　
生
活
保
護
の
必
要
な
人
を
発
見
し
た

場
合
に
は
、
福
祉
事
務
所
に
連
絡
す
る

と
と
も
に
、
本
人
や
親
族
・
知
人
か
ら

生
活
保
護
の
相
談
を
受
け
た
場
合
に
は
、

申
請
手
続
き
を
教
え
た
り
、
福
祉
事
務

所
と
の
仲
立
ち
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、

保
護
の
必
要
性
や
生
活
扶
助
・
医
療
扶

助
・
教
育
扶
助
な
ど
、
ど
の
種
類
の
扶

助
を
適
用
し
た
ら
良
い
か
参
考
意
見
を

述
べ
、
そ
の
後
の
生
活
指
導
に
配
慮
し

ま
す
。
〈
お
年
寄
り
に
愛
の
手
を
〉

　
ね
た
き
り
老
人
世
帯
や
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
世
帯
の
把
握
に
努
め
、
相
談
に

2



芦
田
悦
子
（
四
日
町
新
里
二
5
7
0
0
五
五
）

…
四
日
町
新
田
一
・
三
・
四
、
南
新
田

一
・
二
・
三

瀧
澤
奥
太
郎
（
四
日
町
三
5
7
二
〇
八
二
）

…
四
日
町
丁
二
・
三
・
四

小
川
　
圭
（
五
軒
新
田
　
52
三
七
七
七
）

…
四
日
町
中
原
、
四
日
町
新
田
二
、
五

軒
新
田
、
尾
崎

星
名
武
男
（
中
条
旭
町
　
5
7
0
一
九
三
）

…
太
子
堂
、
中
条
旭
町

大
熊
ミ
チ
子
（
上
　
原
　
5
7
九
〇
三
五
）

…
塚
田
、
中
条
八
幡
、
上
原
、
上
原
新

町藤
木
マ
ツ
（
上
　
、
町
　
　
5
7
二
四
〇
八
）

…
旭
ヶ
丘
、
上
町

岡
田
ト
シ
エ
（
中
　
町

…
背
戸
、
中
町
、
下
町

福
嶋
正
一
（
　
峠

…
中
条
島
、
峠

佐
藤
和
人
（
北
　
原

…
梅
沢
、
中
条
新
田
、
北
原
、

池
田
マ
サ
子
（
轟
　
木

…
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、

田
川
岩
田
正
一
（
中
条
菅
沼

…
宇
田
ヶ
沢
き

小
貫
、
東
枯
木
又
、

橋
本
貞
雄
（
新
　
水

…
蕨
平
、

田
一
工
ハ
一
一
二
）

57

四
三
三
五
）

57

八
一
七
七
）

　
　
市
之
沢

59

二
三
〇
三
）

池
谷
、
魚
之

　
　
　
　
　
　
5
9
二
一
二
一
）

　
　
中
条
菅
沼
、
山
新
田
、

　
　
　
　
西
枯
木
又

　
　
　
　
　
　
5
9
二
〇
五
二
）

三
ツ
山
、
上
田
原
、
新
水

生
越
武
好
（
上
新
田
三
　
5
6
二
九
〇
九
）

…
上
新
田
一
・
二
・
三
・
四
、
山
際

近
藤
正
毅
（
　
原

…
原
、
岩
野
、
廿
日
城
、

高
橋
政
徳
（
蟹
　
沢

…
桑
原
、
為
永
、
野
田
、

中
央
通
り
、
蟹
沢

　
　
　
ひ
さ

保
坂
　
久
（
下
条
本
町

…
下
条
本
町
、
貝
ノ
川

佐
藤
修
子
（
新
光
寺

…
新
保
、
水
口
、

中
町
俊
雄
（
仙
之
山

…
仙
之
山
、
平
、
漉
野
、

樋
口
忠
男
（
塩
　
野

…
二
子
、
願
入
、
塩
野

55

二
六
二
四
）

下
条
栄
町

55

二
〇
三
五
）

山
根
、
下
条

55

二
〇
〇
一
）

55

）

下
山
、
新
光
寺

　
　
　
5
5
二
〇
七
三
）

　
　
　
慶
地

　
　
　
5
6
二
二
一
五
）

遠
田
　
徳
（
川
治
上
町
二
52
二
七
九
三
）

…
川
治
上
町
一
・
二
、
川
治
中
町

林
　
美
智
（
川
治
下
町
三
5
7
五
四
四
五
）

…
川
治
下
町
一
・
二
・
三

村
山
節
子
（
妻
有
町
東
一
5
7
四
九
九
三
）

…
妻
有
町
東
一
・
妻
有
町
西
一
・
二
、

河
内
町

関
谷
ア
キ
子
（
川
治
内
後
5
7
四
二
五
二
）

…
川
治
内
後
、
谷
内
丑
一
・
二

上
村
理
吉
（
北
新
田
二
　
5
7
一
四
九
二
）

…
北
新
田
一
・
二
・
三

小
林
哲
夫
（
城
之
古
東
町
5
7
五
七
六
六
）

…
城
之
古
一
・
二
・
三
、
城
之
古
東
町
、

塚
原
町

徳
永
千
三
（
山
本
町
二
　
52
二
六
二
八
）

…
山
本
町
一
・
二
・
三
・
四
・
五

梧
澤
紀
子
（
寿
町
一
　
5
7
三
三
七
八
）

…
千
歳
町
、
寿
町
一
・
二
・
三
・
四

桑
原
光
江
（
錦
町
一
　
5
7
九
〇
〇
一
）

…
錦
町
丁
二
、
美
雪
町
丁
二
・
三
、

桜
木
町

小
野
塚
キ
ユ
コ
（
高
山
三
5
7
四
五
二
二
）

…
高
山
二
・
三
・
四
、
高
田
町
五
・
六

柳
　
澄
男
（
高
田
町
四
　
52
三
六
二
五
）

…
春
日
町
一
・
二
・
三
、
高
田
町
四

湯
川
正
夫
（
関
根
二
　
5
7
一
四
八
六
）

…
関
根
丁
二
、
浅
之
平
、
笹
之
沢

風
問
義
子
（
長
　
里
　
　
5
7
九
六
五
三
）

…
落
之
水
、
池
之
平
、
孕
石
、
椌
木
、

長
里

富
井
ス
ミ
（
六
箇
山
谷
　
5
7
八
〇
四
五
）

…
中
村
、
六
箇
山
谷

福
崎
春
雄
（
田
　
麦
　
　
5
7
0
八
〇
四
）

…
田
麦
、
麻
畑

俵
山
正
之
（
ニ
ツ
屋
　
52
四
二
二
七
）

…
ニ
ツ
屋
、
船
坂
、
塩
ノ
又

丸
山
榮
一
（
稲
　
葉
　
　
5
7
八
六
〇
八
）

…
稲
葉
、
吉
田
山
谷

林
一
雄
（
小
泉
一
5
7
八
一
八
四
）

：
．
小
泉
一
・
二
（
西
浅
河
原
以
外
）

・
三

川
崎
重
昭
（
樽
　
沢
　
　
5
7
六
六
一
八
）

…
樽
沢
、
西
浅
河
原
（
小
泉
二
）

吉
澤
　
成
（
北
鐙
坂
一
　
5
7
六
六
四
〇
）

…
北
鐙
坂
一
・
二
・
三

』
保
坂
利
隆
（
南
鐙
坂
　
5
7
六
九
〇
三
）

…
南
鐙
坂

朝
日
芳
夫
（
高
島
一
　
5
7
二
九
七
二
）

…
高
島
一
・
二

尾
身
益
雄
（
鉢
　
一
　
5
7
0
六
二
九
．
）

…
鉢
一
・
二
、
中
手

小
海
　
勺
（
名
ケ
山

…
中
平
、
名
ケ
山

57

六
八
三
七
）

富
井
ヨ
シ
（
水
沢
三
　
58
三
八
二
二
）

：
卜
水
沢
一
・
二
・
三
、
珠
川
一
・
二
・

三
・
四

高
野
利
次
（
馬
場
三
　
5
8
三
一
八
四
）

…
馬
場
一
・
二
・
三
・
四

金
澤
忠
司
（
太
田
島
二
　
58
二
五
八
七
）

…
太
田
島
一
・
二
・
三

古
澤
新
一
（
土
市
三
58
二
二
一
二
）

…
土
市
一
・
二
・
三
・
四
・
五

上
村
宇
一
（
新
宮
一
　
5
8
二
三
一
八
）

…
新
宮
一
・
二
、
幸
町

宮
澤
春
雄
（
伊
達
四
　
5
8
二
八
三
六
）

…
伊
達
一
・
二
・
三
・
四

井
口
知
行
（
大
黒
沢
二
　
5
8
二
七
四
八
）

…
大
黒
沢
丁
二
・
東
、
小
黒
沢

古
澤
カ
ツ
エ
（
安
養
寺
　
58
三
〇
八
○
）

…
姿
丁
二
、
安
養
寺

飯
塚
貫
太
郎
（
水
沢
市
ノ
沢
5
8
二
一
八
一
）

…
南
雲
、
中
在
家
、
水
沢
市
ノ
沢

樋
ロ
一
平
（
大
　
石
　
5
8
三
九
二
三
）

…
当
間
、
大
石

桑
原
官
＝
（
鍬
柄
沢
　
58
三
六
三
四
）

…
漆
島
、
池
沢
、
野
中
、
鍬
柄
沢

井
口
芳
雄
（
細
　
尾
　
　
駆
四
一
七
五
）

…
天
池
、
細
尾
、
池
ノ
尻

の
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
在
宅
福
祉
事
業
（
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

ヤ
ッ
ジ
ベ
ッ
ド
・
オ
ム
ツ
・
緊
急
通
報

装
置
貸
与
な
ど
）
を
行
う
た
め
、
利
用

者
と
福
祉
事
務
所
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

っ
て
、
お
年
寄
り
や
家
族
の
お
役
に
立

ち
ま
す
。

　
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
社
会
福
祉

施
設
に
入
所
す
る
必
要
が
あ
る
人
に
は
、

そ
の
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
福
祉

事
務
所
と
連
絡
を
密
に
し
ま
す
。

〈
障
害
者
の
相
談
相
手
を
〉

　
身
体
障
害
児
者
世
帯
や
精
神
薄
弱
者

世
帯
の
相
談
相
手
と
な
り
、
身
体
障
害

者
手
帳
の
串
請
や
更
生
医
療
の
給
付
、

補
装
具
の
交
付
、
更
生
援
護
施
設
へ
の

入
所
な
ど
に
つ
い
て
、
福
祉
事
務
所
と

連
絡
を
と
壌
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
人

に
あ
っ
た
翻
度
を
適
用
し
、
障
害
者
が

自
立
す
る
援
助
の
手
助
け
を
し
て
い
き

ま
す
。
〈
母
子
・
寡
婦
・
父
子
世
帯
に

　
　
　
　
　
　
　
援
助
の
手
助
け
を
〉

　
母
子
世
帯
や
寡
婦
が
か
か
え
る
所
得
、

住
宅
、
教
育
、
職
業
、
結
婚
な
ど
の
悩

み
を
聞
鱒
て
、
福
祉
事
務
所
と
連
絡
を

図
り
、
ぞ
の
人
に
あ
っ
た
制
度
の
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
父
子
世
帯
に
お
い
て
は
、
生

活
実
態
を
把
握
し
、
衣
食
住
や
子
供
の

教
育
、
し
つ
け
な
ど
の
相
談
相
手
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
、
職
業
、
結
婚
な
ど

の
助
言
・
援
護
も
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
子
供
た
ち
の
声
に

も
耳
を
傾
け
、
遊
び
場
や
子
供
会
活
動

な
ど
環
境
づ
く
り
に
も
協
力
し
ま
す
。
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権

き　
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
ど
　
き

国
道
2
5
2
号
『
轟
橋
』
が
完
成

　
十
一
月
二
十
四
日
㈹
、
国

道
2
5
2
号
の
轟
木
地
内
で

進
め
ら
れ
て
い
た
轟
橋
を
含

む
バ
イ
パ
ス
工
事
が
竣
工
し
、

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
轟
橋
付
近
は
、
急
力
ー
ブ

　　㌧ヌAゼ含棚糖客～f3脳補：■－…阿　べ讐瓢　隙膵鰭v酬丁　影ヨ篇肇
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曽根さん一家を先頭に渡り初め

ジ
ャ
ズ
共

　
第
三
回
妻
有
文
化
賞
の
選

考
委
員
会
が
十
一
月
二
十
三

日
㈲
に
開
か
れ
、
個
人
・
団

体
七
十
五
の
候
補
の
中
か
ら

審
査
の
結
果
「
ジ
ャ
ズ
共
和

国
（
片
桐
謙
次
大
統
領
）
」
がまちづくりを目指すジャズ共和国の皆さん

　
で
冬
期
間
凍
結
す
る
な
ど
交
通
の
難
所

　
と
な
っ
て
い
て
、
改
良
工
事
が
望
ま
れ

　
て
い
ま
し
た
。
バ
イ
パ
ス
工
事
は
昭
和

　
六
十
二
年
に
着
手
さ
れ
、
道
路
延
長
四

　
百
二
十
材
、
幅
員
十
一
・
五
耕
（
歩
道

　
二
・
五
材
）
で
総
事
業
費
三
億
九
千
三

　
百
万
円
（
橋
を
含
む
）
。
轟
橋
は
橋
長
三

　
十
八
材
で
親
橋
に
雪
の
結
晶
パ
ネ
ル
を

　
埋
め
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、
事

　
業
費
一
億
五
千
五
百
万
円
で
完
成
し
ま

　
し
た
。
こ
の
日
は
、
須
藤
県
議
、
丸
山

　
市
長
を
は
じ
め
、
県
・
地
元
振
興
会
員

　
な
ど
約
六
十
名
が
参
加
。
安
全
祈
願
祭
・

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
あ
と
池
谷
の
曽
根
三

　
藏
さ
ん
三
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
が

　
行
わ
れ
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

和
国
が
受
賞

　
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
　
ジ
ャ
ズ
共
和
国
は
、
昭
和
六
十
年
十

　
一
月
に
十
日
町
J
A
Z
Z
狂
倶
楽
部
と

　
し
て
結
成
さ
れ
、
六
十
二
年
四
月
に
十

　
回
目
の
定
例
ラ
イ
ブ
を
記
念
し
建
国
さ

　
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
十
五
回
の
定

　
例
ラ
イ
ブ
や
十
回
の
特
別
コ
ン
サ
ー
ト

　
な
ど
を
開
催
し
、
日
野
皓
正
、
原
信
夫
、

　
伊
藤
君
子
な
ど
一
流
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
家

　
を
招
へ
い
し
て
き
た
幅
広
い
活
動
が
受

　
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　
平
成
三
年
度
に
は
市
の
ま
ち
づ
く
り

　
補
助
事
業
に
採
択
さ
れ
、
ジ
ャ
ズ
を
通

　
し
た
地
域
起
こ
し
を
目
指
し
、
当
間
高

　
原
リ
ゾ
ー
ト
完
成
時
に
「
ジ
ャ
パ
ン
ジ

　
ャ
ズ
サ
ミ
ッ
ト
」
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
雪
の
取
り
持
つ
縁
で
、
市
博
物
館
・
六
日
町
の
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ

イ
ト
美
術
館
・
塩
沢
の
鈴
木
牧
之
記
念
館
が
、
十
一
月
二
十
一
日

出
姉
妹
館
提
携
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
雪
の
文
化
を
象
徴
す

る
資
料
・
芸
術
な
ど
を
集
め
て
い
る
三
館
が
、
互
い
に
協
力
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
文
化
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
す
。
ユ
ニ
ー
ク
な
雪
文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
調
印
式
は
、
市
博
物
館
で
丸
山

尚
政
市
長
、
助
川
傳
一
八
海
山
「
白

の
世
界
」
文
化
村
副
理
事
長
、
小

野
澤
一
吉
塩
沢
町
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
事
業
振
興
公
社
理
事
長
の
三
館

代
表
者
が
、
約
百
人
の
関
係
者
の

見
守
る
な
か
盟
約
書
に
サ
イ
ン
し
、

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
丸
山
市
長
は
「
十
日
町
市
と
六

日
町
、
塩
沢
町
の
関
係
が
深
ま
り

つ
つ
あ
る
中
で
提
携
で
き
た
こ
と

は
意
義
深
い
。
三
館
と
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
ま
す
ま
す
発
展
す
る
こ
と
を

祈
る
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
こ
の
提
携
を
機
に
、
各
館
の
入
館

者
に
は
、
ほ
か
の
館
も
巡
回
し
て
雪

の
文
化
の
多
様
性
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
三
館
共
通
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

が
制
作
さ
れ
た
ほ
か
、
資
料
や
情
報

の
交
換
、
講
演
会
な
ど
の
文
化
的
な

催
し
の
計
画
な
ど
、
交
流
の
構
想
が

ふ
く
ら
ん
で
い
ま
す
。

雪文化ネットワークを目指して調印

叢館提携資露

叢籍灘灘藷鱗螺欝
多灘難難鞭難灘継lll菱叢

i簸1鱗欝雛誉鷺1維
　　　　　　　　　　構燦1脳樋醗

　　　　　　　　　　　　　　　　雛

　　　　　　　　　　　　　　　　鈴欝曜
　　　＾琴・1マ、γ、蹴・b人h・［’一“射　鷹瀦働

　　　　　　　　　　　　　　　　牧鞭

　　　　　　　　　　　　　　　　建羅
　　　　　　覧ミ．、．、慶搾い騒

　　　，～、・｛　　　　　　　　　　　　簸館脇

三
館
を
紹
介
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　　　　　　　鎧　　　　　携　　　援　　鍵繋

　
魚
沼
地
方
は
、
新
潟
県
内
で
も
屈
指
の
積
雪
地
帯
で
あ
り
ま
す
。

　
鈴
木
牧
之
が
『
北
越
雪
譜
』
の
中
で
、
「
雪
あ
り
て
縮
あ
り
、
さ
れ
ば
越
後
縮
は

雪
と
人
と
気
力
相
半
ば
し
て
名
産
の
名
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
地

方
に
は
、
雪
と
人
が
織
り
な
す
雪
国
特
有
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、

雪
の
文
化
で
す
。

　
十
日
町
市
博
物
館
、
ト
ミ
オ
カ
ホ
ワ
イ
ト
美
術
館
、
鈴
木
牧
之
記
念
館
は
、
そ

れ
ぞ
れ
、
雪
の
文
化
を
象
徴
す
る
モ
ノ
と
芸
術
と
ヒ
ト
の
粋
を
集
め
た
雪
国
文
化

の
殿
堂
で
あ
り
ま
す
。
人
々
は
こ
の
、
雪
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
し
な
が
ら
独
自
の
活

動
を
展
開
す
る
三
館
を
巡
観
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
化
に
及
ぼ
す
雪
の
力
、
雪

の
美
し
さ
、
雪
の
文
化
の
多
様
性
、
そ
し
て
文
化
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
等
を
再
認

識
し
、
雪
へ
の
理
解
と
愛
着
を
一
層
深
め
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

　
私
た
ち
三
館
は
、
こ
こ
に
姉
妹
館
の
関
係
を
締
結
し
、
互
い
に
協
力
し
て
、
新

し
い
雪
の
文
化
の
創
造
発
展
に
寄
与
し
て
ゆ
く
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
四
年
十
一
月
二
十
一
日
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あ
じ
さ
い
公
園
で
除
幕
式

購醜

　
十
一
月
二
十
一
日
ω
、
八

箇
落
之
水
の
あ
じ
さ
い
公
園

で
「
あ
じ
さ
い
と
シ
ー
ボ
ル

ト
碑
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
石
碑
は
、
八
箇
地

区
振
興
会
と
あ
じ
さ
い
公
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
、
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
韓
　
　
レ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
　
　
　
　
　
、
無

　
　
　
　
　
　
癌

公園中央に建立された「あじさし

東
京
十
日

　
十
一
月
十
二
日
㈲
東
京
池

袋
の
東
方
会
館
で
、
第
三
十

五
回
東
京
十
日
町
会
総
会
が

開
か
れ
、
百
二
十
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、

一
昨
年
東
京
十
日
町
会
と
東十日町小唄を踊る会員の皆さん

　
を
つ
く
る
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
江
戸

　
時
代
末
期
に
日
本
の
医
学
に
貢
献
し
た

　
シ
ー
ボ
ル
ト
を
、
訪
れ
た
人
に
知
っ
て

　
も
ら
お
う
と
建
立
し
た
も
の
で
す
。
重

　
さ
十
ト
ン
、
台
座
は
二
十
ト
ン
、
高
さ
五
層

　
で
、
シ
ー
ボ
ル
ト
像
の
製
作
は
藤
巻
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ご
う

　
正
氏
に
よ
り
、
碑
文
揮
毫
は
岩
田
香
畑

　
氏
の
手
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
在
日
中
に
楠
本
タ

　
キ
と
い
う
日
本
人
女
性
と
結
婚
し
ま
し

　
た
が
、
帰
国
に
あ
た
っ
て
妻
子
を
伴
う

　
こ
と
を
許
さ
れ
ず
、
あ
じ
さ
い
を
オ
ラ

　
ン
ダ
に
移
植
し
妻
子
の
面
影
を
し
の
ん

　
だ
と
い
い
ま
す
。
学
名
は
「
ヒ
ド
ラ
ン
ゲ

　
ア
、
オ
タ
ク
サ
」
オ
タ
ク
サ
は
オ
タ
キ

　
サ
ン
が
な
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
が
総
会

　
京
あ
か
し
会
が
合
同
し
、
東
京
十
日
町

　
会
に
名
称
を
統
一
し
た
後
の
初
の
総
会
。

　
親
睦
会
に
は
若
い
層
も
多
数
参
加
し
、

　
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
春
日
寛
（
弁
護
士
）
事
務
局
長
の
司

　
会
で
進
行
さ
れ
、
庭
野
増
三
会
長
の
あ

　
い
さ
つ
、
新
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
引

　
き
続
い
て
親
睦
会
と
な
り
ま
し
た
。
乾

　
杯
後
の
第
一
声
は
、
よ
も
や
と
思
っ
た

　
天
神
難
子
、
そ
れ
も
下
条
節
で
東
京
に

　
住
ん
で
い
て
も
さ
す
が
十
日
町
人
。
そ

　
の
後
も
校
歌
や
地
元
民
謡
が
披
露
さ
れ
、

　
十
日
町
一
色
の
親
睦
会
で
し
た
。

　
　
今
回
も
大
好
き
十
日
町
会
か
ら
運
営

　
委
員
長
外
三
名
が
出
席
し
、
会
の
P
R

　
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

商

　
十
月
一
日
現
在
で
行
わ
れ
だ
、

統
計
調
査
（
一
般
飲
食
店
）

業
統

　
　
　
　
　
（

商
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
概
数
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　
商
店
数
で
十
一
店
、
従
業
者
数
で
十

七
人
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
年
間

平成4．年商業統計調査結果表（概数）

計
調
査

一
般
飲
食
店
）
結
果

　　。須霞
業種

嚢業醗数 徒業考数 羅闘商晶簸売額

癒隼 4難 繍鞭鑓 髭集 4集 斌繭圃鰭 禿年 4薙 糞揃圃鰭

総　　　　　　数
店
1
4
0

店
1
2
9
　％
△7．9

人
4
4
9

人
4
3
2
　％
△3．8
　万円
272，963
　万円
283，260

％
3
．
8

一　般　食　堂 53 41 △22．6 170 135 △20．6 85，163 70，046 △17．8

日　本料理店 10 4 △60．0 43 15 △65．1 26，733 13，343 △50．1

西洋料理店 5 7 40．0 22 39 77．3 13，288 17，018 28．1

中華そば店 13 15 15．4 27 35 29．6 14，245 23，400 64．3

中華料理店 3 5 66．7 8 15 87．5 3，521 7，267 106．4

焼　　　肉　　店
｝1 3 ｝200．0 ／x 6 ｝x ｝x

4，511
／x

東洋料理店 一 一 一

そば・うどん店 11 11 0．0 65 80 23．1 48，293 63，720 31．9

す　　　し　　店 24 22 △8．3 74 67 △9．5 62，817 67，996 8．2

喫　　茶　　　店 18 19 5．6 34 38 11．8 12，163 15，259 25．5

ハンバーガー店 1 一 △100．0 X 一
△100．0 X 一

△100．0

お好み焼店 ｝1 1 ／x ／x X ／x ／x X ｝x
その他一般飲食店 1 X 、X

筆論爺｝1≦｝200・o／X≦｝X｝X4’b盤／X業2瓢雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種い額年加販
そば・うどん店　11　11　0．0　65　80　23．148，29363，7203L9別えの間と売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にま実のな額
す　　し　　店　24　22△8。3　74　67△9．562．81767，996　8．2みす質．物りは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るo的価ま約喫　茶　店　18　19　5・6　34　38　1L812・16315・25925・5と　な上し一
ハンバーガー店　1　一△100．O　X　＿△100．O　X　　＿△100．0　’　伸昇た億
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西　 びを　o円

お好み焼店｝11／x／xX／x／x　X｝X籍騎ふ三
その他一般飲食店　　1　　　X　　　・X　理らる駄
（注）：轍鷲欝㈱溜羅謝鞘響驚篇唐襟蕩繊ま織響ま鄭讐．亭襲こ当

（
概
数
）

中
華
料
理
店
・
中
華
そ
ば
店
が
、
商
店

数
・
従
業
者
数
・
年
間
商
品
販
売
額
共

に
伸
び
率
が
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま

す
。
逆
に
、
一
般
食
堂
・
日
本
料
理
店

で
は
す
べ
て
の
項
目
で
減
少
し
、
そ
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ア
ル
コ
ー
ル
類
を
主
体
と
す
る
商
店
が

「
そ
の
他
の
飲
食
店
」
と
な
り
、
調
査

の
対
象
外
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
今
回
の
調
査
結
果
か
ら
、
一
般
飲
食

店
は
昭
和
六
十
一
年
調
査
以
降
少
し
ず

つ
で
す
が
、
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
外
食
産
業
も

厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、
平
成
四

年
工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
と
し
、
事
業
所
数
・
従
業
者
数
・

製
造
品
出
荷
額
・
原
材
料
使
用
額
な
ど

を
調
査
し
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
十
二
月
中
旬
に
調
査
員
が
、
調
査
票

の
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
文
書
広
報
係

　
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線
鵬
）
へ
。
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∩
〆
軸
つ

イタリアン・フェアで

　　両市民交流にはずみを
～十日町・コモ姉妹都市交流協会～

雪ん子づくりに励む十日町から参加したメンバー

都市との交流を深め

　　　　地域活性化を目指す
～日野市民に雪国十日町・下条をPR～

　
十
一
月
二
十
一
日
G
b
・
二
十
二
日
㈲
の
二
日

間
に
わ
た
り
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
イ
タ
リ
ア
ン
・
フ

ェ
ア
」
が
開
か
れ
、
延
べ
二
千
人
の
市
民
が
訪

れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
昨
年
九
月
に
発
足

し
た
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
が
、

市
民
に
も
っ
と
コ
モ
市
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
ク
ロ
ス
ー
0
で
は
、
ワ
イ
ン
・
パ
ス
タ
・
絹
の

ス
カ
ー
フ
・
ネ
ク
タ
イ
な
ど
イ
タ
リ
ア
物
産
の

販
売
、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
上
映
、
コ
モ
市
の
児

童
絵
画
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。
市
民
会
館
で
は
、

コ
モ
市
出
身
で
新
潟
市
在
住
の
青
木
イ
ザ
ベ
ラ

さ
ん
を
講
師
に
、
ス
パ
ゲ
テ
ィ
や
ケ
ー
キ
な
ど

の
イ
タ
リ
ア
料
理
教
室
が
開
か
れ
、
参
加
者
は

ワ
イ
ン
と
料
理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

」し

　
都
市
と
の
交
流
を
と
お
し
て
地
域
の
活
性
化

を
進
め
て
い
る
「
下
条
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
人
達
三
十

六
人
が
、
十
一
月
二
十
二
日
㈲
東
京
の
日
野
社

会
教
育
セ
ン
タ
ー
主
催
の
秋
ま
つ
り
に
参
加
し
、

雪
国
十
日
町
・
下
条
を
日
野
市
民
に
大
い
に
P

R
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
の
第
四
十
三
回
雪
ま
つ
り
に

市
外
か
ら
雪
像
づ
く
り
に
初
参
加
し
て
く
れ
た

日
野
ス
ノ
ー
マ
ン
に
、
来
年
も
是
非
挑
戦
し
て

も
ら
い
た
い
と
大
型
ダ
ン
プ
ニ
台
分
の
雪
を
み

や
げ
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
会
場
で
は
、
コ

シ
ヒ
カ
リ
お
に
ぎ
り
・
キ
ネ
つ
き
も
ち
・
わ
ら
細

工
な
ど
十
日
町
の
に
お
い
を
取
り
入
れ
た
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

勇　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　、・』甲＝等∴　、　　　　　　　　　♂ノ．．噸　　　’　‘嘱

イタリア料理に舌鼓を打

J
l糞ち

の

⑮

一
一
一

＝
6　　■　　●

，

　　　　　　懸　　　　難　　灘難

膿蔭翻秦〔

　　＠
山田幸恵さん
　（6年）

楽
し
い

　
　
林
間
学
校

　
わ
た
し
た
ち
の
学
校
で
は
、
二
年
に

一
回
「
林
間
学
校
」
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
近
く
の
笠
置
山
キ
ャ
ン
プ
場
へ

行
っ
て
、
全
校
の
み
ん
な
で
協
力
し
て
、

テ
ン
ト
を
は
っ
た
り
、
カ
レ
ー
を
つ
く

っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
で
は
、
一
年
生
か
ら
六
年

生
ま
で
が
、
一
つ
の
班
で
い
っ
し
ょ
に

活
動
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
炊
事
や
洗

い
物
を
す
る
と
き
も
、
低
学
年
の
人
た

ち
に
や
り
方
を
教
え
、
協
力
し
あ
っ
て

仕
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
小
さ
い
学
校

な
ら
で
は
の
こ
と
で
す
。
み
ん
な
で
教

え
あ
い
助
け
あ
い
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
プ

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
火
を
お
こ
し
た
り
消
し
た
り
す
る
時

に
、
や
け
ど
を
す
る
な
ど
多
少
の
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
い
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。

みんなで協力してテントを張りました
水落英男くん
　　（6年）

お
い
し
い

　
　
　
さ
つ
ま
い
も

僕
た
ち
の
飛
渡
第
二
小
学
校
で
は
、

6



2頭の馬はわたしたちの大切な仲問

　　　　　　　　　　　　しんえつじょうば
　　　　下条中央公園新越乗馬
　　　　　　　（代表　上村昭作）

　　　馬にまたがり、手綱一本で操りながら駆け巡る。乗馬曹

灘　　の魅力に取り付かれた5人が、広神村の乗馬クラブで練　　習していたところ、そのクラブがやめることになり馬一
繊頭を譲り受けたのが設立のきっかけでした．地域の温か

鰯i岐援のお陰で下条中央公園内の中峰スキ暢の下に

霧牌10月にきゅう舎を・今年の5月1こ30m×40mの馬場し

獲矯轟巖鄭漂聴渡か顧を預かり’
獺現在会員は男性6人、雄9人の1臨小学生から6。

購歳代まで幅広い年齢層の集まりです。若レ・人達に人気上

　灘　昇中の乗馬。160cmの馬の背にまたがり450kgもある大き
灘嬌を舳に動かせるのが最高の魅力。獣医の会長や蹄

、講　　鉄が打てる会員もいて、馬の管理や指導体制は万全です。

　　　牛馬を見ることが無くなった今、小さな子供たちにと

繍　　って大きな動物に触れられる身近かな場所となり、開設獺1以来たくさんの保育所や親子連れでにぎわいました．こ

籟黙描場所のお世話やもみがら、草、人参などを届けてく

購れる地元の皆さんの協力のおかげと感謝しています・

懸　馬は人を選びます・枷者の人は最祖思い通りに動

雛
　　かせませんが、回数乗ることが上達の秘けつです。動物が

　　大好きな皆さん、一度遊びに来て馬に接し興味がわいた
『藩らぜひ入会してみませんか．長谷川（智57＿2358）まで連

　　絡してください。雪消えと同時に活動を開始いたします。

糊

手綱さばきも鮮やかに

「プレイベント」で

第44回十日町雪まつりをPR
～タレントの斎藤ルミ子さんを迎えて～

　
来
年
の
二
月
十
九
日
か
ら
始
ま
る
第
四
十
四

回
十
日
町
雪
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
K
I
R
I
N
ユ
ー
ハ
ー
ク

ル
が
主
催
し
て
、
雪
ま
つ
り
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
が

十
二
月
四
日
働
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
特
別
ゲ
ス
ト
に
テ
レ
ビ
の
も
の
ま
ね
番
組
な

ど
で
活
躍
し
て
い
る
斎
藤
ル
ミ
子
さ
ん
を
迎
え
、

三
百
人
の
参
加
者
は
、
缶
ビ
ー
ル
片
手
に
も
の

ま
ね
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
四
季
を
通
じ
て
雪
と
触
れ
合
え
る
城

ヶ
丘
多
目
的
広
場
で
の
第
一
回
目
を
記
念
す
る
、

バ
ン
コ
ク
の
エ
メ
ラ
ル
ド
寺
院
を
モ
チ
ー
フ
に

　
　
　
　
　
　
　
れ
い
め
い

し
た
雪
上
舞
台
「
黍
明
の
寺
院
・
蓮
の
輝
き
」

や
歌
謡
シ
ョ
ー
の
タ
レ
ン
ト
、
雪
ま
つ
り
ポ
ス

タ
ー
の
入
選
者
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
決
ま
っ
て
六
月
に
さ
つ
ま
い
も
植

え
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
、
「
大
き
く
育

っ
て
く
れ
」
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
一

つ
ひ
と
つ
て
い
ね
い
に
植
え
て
い
き
ま

し
た
。
収
穫
す
る
ま
で
は
、
一
週
間
に

一
度
さ
つ
ま
い
も
の
成
長
の
様
子
を
見

た
り
し
て
、
大
切
に
育
て
ま
し
た
。

　
十
月
に
は
一
生
け
ん
命
育
て
た
さ
つ

ま
い
も
を
全
員
で
収
穫
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
い
も
を
文
化
祭
や
収
穫
祭
で

売
っ
た
り
、
外
に
出
て
焼
き
い
も
を
し

た
り
し
ま
し
た
。
焼
き
い
も
は
、
中
が

と
て
も
い
い
き
つ
ね
色
に
な
っ
て
い
て
、

買
っ
た
い
も
よ
り
数
段
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
さ
つ
ま
い
も
売
り
も
人

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ぎ鳩埜摩繋欝繁蔚僕馨躍．、、
1や文化芸能などを楽13聾助
噸しんでいるサークル・｝●番つて・
鴫クラブなどを紹介する多●楽てしあ
1コーナーで弗のコ13犀髭
選一ナーで自分たちの頑｝●活校まい

1（　3111内線214）13客黛
論寧寧》rρ叩Ψ寧rρ｝rρ調

　さつまいも売りも大好評でした

7　とお∬夢3　平成4年12月10日



L

田

村
　
聡
　
子
さ
ん

（
㈱
東
特
顛
獣
辮
）

麟校卒業後4年間は埼玉県の保育園で保母をし

　ていました。2人姉妹の長女なのでUターン。

工程の各種工作機械を自社開発できる技術力を持

っている会社だと思い入社して4年目。朗らかで

親切な人がおおぜいいる職場です。仕事は総務課

で売上などパソコンを使って計算することです。

國　達がおおぜいできたらいいなあと思い、青年
　学級の料理講座、青少年ホームのお花と着付

の講座に通っています。5日に料理講座のみんな

で力を合わせて料理コンテストを開きました。

休日は部屋の掃除をしたり、友人とウィンドショ

ッピングをして過ごしています。

團日町の人口が減少しているのは・働く場が少

　ないからだと思います。大企業を誘致してほ

し，いですね。人口が増えれば飲食店なども増え、

だんだんと街がにぎわい活気が出てくるのではな

いでしょうか。

　
　
職

　
　
　
　
警

　
　
　
　
　
　
禦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
文
書
広
報
係

長

（
㈱
宮
讐
難
）

谷
川
　
　
要
さ
ん　　　　　　　　　溺
　　　　　　キャド圃校の時に学んだCADを使って図面が描1ナる

　と思い、入社して1年目。仕事は、建築物が

道路拡幅で移転する時などの補償金の算定と土木

工事現場でトランシットで現況測量することです。

2級建築士と測量士補の資格を取得することが当

面の目標で、将来はCADを使って建築設計、土

、木設計をしてみたいと思っています。

瞬憩時間に会社のコートで同僚とテニスを楽し

　んでいます。休日は釣とスキー。今頃は黒ダ

イとイナダが良く釣れますよ。スキーの板を買い

替え、これからは休みの度に友人と滑りに行きた

いと思っています。

騒日町は気さくで話しやすい人がおおぜレ’住

　んでいる街だと思います。都市計画事業は歩

道や流雪溝整備はもちろん、建物の型や色などを

ある程度統一した方が、その街のイメージアップ

になるのではないかなあと考えています。

　　』’鱗鍵
幾擁
　鯵鍵

繋撫

　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

9
P
O
D
O
O
D
D
O
9
0
D
O
9
◎
O
D
D
D

鯵
騨
　
　
、
，

　
　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
「
小
倉
生
ま

れ
で
玄
海
育
ち
」
と
歌
に
も
あ
る
無
法

松
の
一
生
で
有
名
な
、
北
九
州
市
小
倉

南
区
で
す
。
関
門
海
峡
に
臨
む
北
九
州

市
は
、
福
岡
市
と
並
ぶ
百
万
都
市
。
小

倉
は
旧
小
笠
原
氏
の
城
下
町
、
商
業
の

町
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
五
月
に
行
わ
れ
る
勇
壮
な
小
倉
祇
園

太
鼓
ま
つ
り
は
、
全
国
各
地
か
ら
の
観

光
客
も
含
め
大
変
な
に
ぎ
わ
い
で
、
わ

た
し
も
友
達
と
よ
く
見
物
に
で
か
け
ま

し
た
。

　
小
倉
周
辺
に
は
、
小
高
い
山
が
多
く

あ
り
、
小
・
中
学
生
の
頃
の
遠
足
は
き
ま

　
っ
て
山
登
り
で
し
た
。
リ
ュ
ッ
ク
を
背

負
っ
て
汗
を
流
し
た
こ
と
を
今
も
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。
ま
た
、
海
に
も

近
い
小
倉
は
新
鮮
な
魚
貝
類
が
豊
富
で

特
に
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
ふ
ぐ
を
は
じ

め
い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。

　
十
日
町
に
は
、
昭
和
五
十
九
年
の
豪

雪
の
年
に
転
入
し
ま
し
た
。
小
倉
で
も

雪
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
あ

D

纏葎¢

　　”

v曳ロ県

ら　螺講鑛　　、
・●　　　　未令県
璽●佐婁県

9　　　熊本県
●1

忌壷り

ま
り
の
雪
の

な
ら
ず
、
ほ

し
ま
い
ま
し

の
は
苦
手
で

く
使
え
ず
、

と
て
も
無
理

今
年
の
二
月

ス
キ
ー
に
挑

と
、
こ
れ
か

思
っ
て
い
ま

　
十
日
町
は

四
季
の
変
化

土
地
柄
な
の

た
し
も
安
心

き
ま
す
。

しでの’すら戦’で屋’たん多
て’美小oもo家す根ス。とさ

倉
で
感
じ
ら
れ
な
い

し
さ
と
人
情
豊
か
な

遠
く
か
ら
稼
い
だ
わ

生
活
で
　
ー

に
歩
く
こ
と
も
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
の

う
に
び
っ
く
り
し
て

今
で
も
雪
道
を
歩
く

ノ
ー
ダ
ン
プ
は
う
ま

の
雪
下
ろ
し
な
ど
は

。
こ
ん
な
わ
た
し
も

族
と
一
緒
に
初
め
て

そ
の
楽
し
か
っ
た
こ

ず
っ
と
続
け
た
い
と

繋榊
，
犠

丸山順子さん
　（稲葉・40歳）

福岡県

北九州市小倉南区

8
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〈材料〉（12～14個分）

さつまいも…3009（皮をむい

て蒸したもの）、甘納豆・桜え

び・塩…各少々、砂糖…609、

ラッブフィルム…適宜

ん
）

さ
歳
8

　
　
　
マ

ッ
7
3
3
0

タ
　
．
一

ロ
町
砿

　
　
泉
智

関
（

　
お
茶
う
け
に
ど
う
ぞ

　
九
月
の
末
「
昔
の
お
や
つ
講
習
会
」

に
参
加
し
た
と
き
、
ラ
ッ
プ
フ
ィ
ル
ム

に
包
む
こ
と
を
教
わ
っ
た
の
で
、
自
家

製
の
さ
つ
ま
い
も
に
甘
納
豆
と
少
し
塩

味
の
桜
え
び
を
加
え
て
作
っ
て
み
た
ん

で
す
よ
。
一
個
ず
つ
包
む
の
で
手
も
汚

れ
ず
、
食
べ
や
す
い
の
が
い
い
で
す
ね
。

見
た
目
に
も
ち
ょ
っ
と
し
た
和
菓
子
風

で
と
っ
て
も
か
わ
い
い
ん
で
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
さ
つ
ま
い
も
は
厚
く
皮

を
む
き
、
二
紬
．
く
ら
い
の
輪
切
り
に
し

て
水
に
さ
ら
す
。

②
さ
つ
ま
い
も
を
蒸
し
た
ら
ざ
っ
と
つ

ぶ
し
て
熱
い
う
ち
に
裏
ご
し
を
し
、
砂

糖
、
塩
を
加
え
て
す
り
こ
ぎ
で
突
き
混

ぜ
る
。

③
さ
か
ず
き
に
十
独
．
角
く
ら
い
の
ラ
ッ

プ
フ
ィ
ル
ム
を
の
せ
、
そ
の
中
に
②
の

き
ん
と
ん
を
入
れ
る
。
き
ん
と
ん
の
上

に
甘
納
豆
を
三
粒
ほ
ど
の
せ
て
、
ラ
ッ

プ
フ
ィ
ル
ム
を
さ
か
ず
き
か
ら
は
ず
し

て
し
ぼ
る
。
桜
え
び
も
同
様
に
す
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　畿艦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1力齊）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　水落直之ちゃん

　　　　　　　　　　　　　　　　　廣之・君江さん長男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（二子）
　　　　　　　　　ザ　　　トドドア　らヂ　ノ　　きじアデロ　　　コ　　ノげ　

　ブルドーザーやクレーン車、ほかにもいっぱいおもちゃがあ

るけど、本物のブルドーザーが一番好き。暗くなるまで動いて

いるのをず一と見ているんだ。大きくなったら乗りたいな。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　　　天使幼稚園

診　　⑯

　幼稚園の運動会でリレーをして

いるところなの。みんな：楽しそう

でしょ。つな引きも頑張ったのよ。

　仮面ライダーやがンダム．悟空

もいるよ。いつも描いているから

自信あるんだ。うまいでしょ。

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

小
林
美
穂
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
6
歳
）

村
山
拓
也
く
ん帳～譲κ・蝿

へ
」
毎
、
げ
（
U
O
O
O
O
O
③
0
へ
U
O
O
G
O
G
O
G
　
Q

診
り

㌧
こ
㌧

鱗

池
由
豊
太
郎

蝋輔

　
わ
け

　
若
え
こ
ろ
は
近
衛
歩
兵
一
連
隊
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ゅ
う
じ
ょ
う

隊
し
、
二
年
兵
に
な
っ
て
か
ら
は
宮
城

に
勤
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
番
の

思
い
出
は
、
な
ん
て
っ
た
っ
て
昭
和
十

一
年
に
国
会
議
事
堂
を
新
築
し
た
ど
き

貴
族
院
の
守
衛
の
採
用
試
験
が
あ
り
、

八
百
人
も
受
け
た
ど
も
受
か
っ
た
人
は

四
十
人
ほ
ど
で
、
そ
の
中
に
入
っ
た
ん

そ
。
議
員
や
大
臣
の
護
衛
が
仕
事
で

一
番
大
変
な
ん
は
顔
を
覚
え
る
こ
と
だ

っ
た
て
。
顔
写
真
と
履
歴
が
印
刷
し
て

あ
る
「
貴
族
院
要
覧
」
を
見
な
が
ら
顔

を
覚
え
た
ん
そ
。
今
で
も
大
事
に
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
て
あ
る
ど
も
と
っ
と
き
の
宝
そ
。

　
一
年
中
勤
め
る
人
も
い
た
ど
も
、
お

れ
み
て
え
に
家
の
手
伝
い
を
し
て
い
る

さ
ん

（
梅
沢
・
80
歳
）

人
は
、
議
員
と
同
じ
で
議
会
開
会
中
だ

け
勤
め
て
い
た
の
お
。
招
集
の
と
き
は

「
御
用
こ
れ
あ
り
」
と
い
う
言
葉
が
使

わ
れ
、
最
初
の
う
ち
は
意
味
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
こ
こ
で
感
心
し
た
ん
は
、

身
分
の
上
・
下
関
係
な
く
朝
会
う
と
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
先
に
声
を
掛

け
る
こ
と
だ
っ
た
。
毎
朝
負
け
ね
よ
う

に
と
思
っ
た
の
。
な
に
し
ろ
お
ら
よ
り

偉
い
人
ば
っ
か
だ
っ
た
ん
だ
ん
が
。
終

戦
ま
で
こ
こ
に
勤
め
た
ん
そ
。

　
家
に
戻
っ
て
か
ら
は
蚕
が
主
体
の
農

　
　
　
　
　
　
ま
ゆ

業
を
し
た
の
。
繭
一
貰
目
が
高
い
ど
き

十
二
円
、
そ
の
後
暴
落
し
て
五
十
銭
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
あ
ん
ま
り
必
要

な
く
な
っ
た
ん
で
こ
の
辺
の
人
は
畑
を

し

た
の
。
梅
沢
と
い
う
ど
こ
は
水
の
便

が
悪
く
て
畑
の
方
が
多
い
や
ん
そ
。
農

　
　
　
　
　
ぎ
　
て

林
学
校
出
の
技
手
と
い
っ
た
ど
も
、
そ

う
い
う
人
か
ら
促
成
栽
培
を
教
え
て
も

ら
っ
て
野
菜
作
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、

近
ご
ろ
は
他
か
ら
入
っ
て
来
る
ん
で
ほ

と
ん
ど
自
家
用
だ
の
う
。

　
こ
の
ご
ろ
の
楽
し
み
は
野
菜
作
り
や

老
人
会
、
公
民
館
の
歴
史
講
座
や
史
跡

巡
り
に
参
加
す
る
こ
と
だ
て
の
。

9とお∬診3平成4年12月10日
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籔灘

第
12
回
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
募
集

■
募
集
人
員
　
ミ
ス
十
日
町

雪
ま
つ
り
1
名
　
準
ミ
ス

十
日
町
雪
ま
つ
り
2
名

■
応
募
資
格
　
①
県
内
在
住

　
で
満
1
8
歳
以
上
の
未
婚
女

性
（
高
校
生
は
除
く
）
②

市
観
光
行
事
等
に
参
加
可

能
な
女
性
（
年
7
・
8
回
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
§
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
傑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜘

③
他
の
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し

た
人
も
応
募
可
能
。
た
だ
し
、
入
賞

し
て
任
期
中
の
人
は
除
く
。

■
応
募
方
法
　
応
募
申
込
書
と
全
身
の

　
カ
ラ
ー
写
真
各
1
枚
を
雪
ま
つ
り
事

務
局
へ
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
。

■
締
め
切
り
　
来
年
1
月
31
日
㈲
ま
で
。

■
審
査
会
　
　
〈
予
選
会
〉
2
月
7
日
㈲

　
〈
本
選
会
〉
2
月
2
1
日
㈲
予
選
会
で

選
出
さ
れ
た
ー
o
人

■
賞
　
品
　
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
グ
ァ
ム
旅

行
、
札
幌
雪
ま
つ
り
招
待
、
十
日
町

　
の
振
袖
、
ホ
ン
ダ
の
車
（
ミ
ス
一
名

　
の
み
）
、
そ
の
他
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
多
数

　
※
ミ
ス
・
準
ミ
ス
の
推
せ
ん
者
に
十

　
日
町
の
紬
緋
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

■
問
い
合
わ
せ
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
ク

　
ロ
ス
ー
0
内
費
57
－
3
3
4
5
）
へ
。

　
　
　
　
駐
車
場
を

　
　
　
　
利
用
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
市
街
地
の
駐
車
禁
止
区
域

　
　
　
　
で
、
違
法
駐
車
が
多
く
目
立

　
　
　
　
ち
ま
す
。
特
に
冬
期
間
は
交

通
渋
滞
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
路

上
駐
車
を
や
め
最
寄
り
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
市
営
駅
通
り
駐
車
場
（
駅
通
り
）

▼
十
日
町
セ
ン
ト
ラ
ル

　
パ
ー
キ
ン
グ
駐
車
場
（
本
町
3
）

■
料
金
共
に
3
0
分
1
0
0
円
。
夜

9
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
管
理
係

（
盈
内
線
肥
・
川
）
へ
。

「
恵
福
園
」
職
員
募
集

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
恵
福
園
」

で
は
、
来
年
4
月
採
用
の
職
員
を
再
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
募
　
集
　
生
活
指
導
員
　
1
人

■
応
募
資
格
　
①
昭
和
30
年
4
月
2
日

　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
社
会
福
祉

主
事
の
資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
、

取
得
見
込
み
の
人
②
中
魚
沼
、
十
日

　
町
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
通
勤
可
能

　
な
人

■
試
　
験
　
作
文
、
面
接
（
来
年
一
月

　
下
旬
）

■
申
し
込
み
　
1
月
n
日
㈲
ま
で
に
①

受
験
申
込
書
②
履
歴
書
③
資
格
証
明

　
書
を
恵
福
園
（
津
南
町
智
6
5
1
3
7

　
0
0
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
田
町
2
県
道
拡
幅

　
　
　
　
工
事
竣
工
記
念

　
市
内
初
の
街
路
樹
と
融
雪
歩
道
を
取

り
入
れ
た
、
高
田
町
2
丁
目
の
県
道
拡

幅
工
事
が
ま
も
な
く
竣
工
し
ま
す
。
伺

事
業
協
同
組
合
で
は
、
竣
工
を
記
念
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
の
で
多
数
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
1
2
月
2
0
日
㈲
午
前
n
時

～
午
後
3
時

■
と
こ
ろ
　
高
田
町
2
丁
目

■
内
　
容
①
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
②
グ
レ

　
ス
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
③
露
店
（
や
き
そ
ば
、
お

　
で
ん
、
け
ん
ち
ん
汁
な
ど
）

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
1
2
月
22
日
㈹
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
江
口
医
師
（
上
村
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

保
健
衛
生
係
（
智
内
線
齪
）
へ
。

酒
害
の
懇
談
会

■
と
　
き
　
1
2
月
2
5
日
働
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

交通安全キャンペーン＝

■飲酒運転、絶対やめましょう

　「飲酒運転しない・　，1ぎ
させない、みのがさな　Qg即●　　う、．、
　　　　　　　　　　　　　　　よぢ　　しぴい」「飲んだら乗るな」燦岱・　鷲9’

「乗るなら飲むな」を　　　4　’ノ，’
　　　　　　　　　　・画，　　　　　脚唖
家庭、職場、地域ぐる

みで推進し飲酒運転を追放しましょう。

　11月中の交通事故発生状況（）は累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死巻数

十日町市
平成4年 19（177） 22（207） 2（5）

平成3年 23（197） 27（226） 0（3）

川西町
津南町
中里村

平成4年 15（111） 14（127） 1（1）

平成3年 9（103） 10（119） 0（1）

計
平成4年 34（288） 36（334） 3（6）

平成3年 32（300） 37（345） 0（4）

　　　　　交差点は危険地帯、

顔　　進入する前に安全確認を

　　　　　11月13日働午前10時45分こ
　　　　ろ、土市地内の国道の交差点で、

34歳男性が運転する大型トレーラーと市

道から交差点に進入した63歳男性が運転

する軽貨物自動車が衝突し、軽自動車の

運転者が肺挫傷で死亡するという事故が

発生しました。

とおかまちの自然
　　　（理科センター）

　ヒラタケ㊥

　晩秋から春、各種広葉樹の枯れ木や倒

木、切り株などに重なって発生するキシ

メジ科のキノコです。傘は肉厚で扇形を

し、茎は白色で太くて短く、中心を外れ

側方につきます。

　収量が多く、味がおだやかでだれでも

迷わずに採れるのが人気のまとで広く親

しまれて糖ます。本菌の人工栽培された

ものが、ヒラタケでなくシメジの偽名で

全国に出回っています。

　歯切れがよく、妙め物や煮物、フライ

など幅広い料理に合います。

70
　とについてのお話し」やせられる耳よりの話

■参加費　無　料　　■問い合わせ　総合体育館

　（智52－4377）エリアドゥ21（智52－5201）へ。

■講　師　高橋賢一氏（明治学院大学教授）

■内　容　「体脂肪の測定」あなたの体内にある脂

肪の量が簡単に測れます。「ふとること、やせるこ
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年末・年始は市業務を休みます

市　役　所

12月29日（火》～1月3日（日）まで、平常業務

を休みます。

　ただし、市民課・税務課・保健衛生課・

会計課の窓口は、30日㈱の午前8時30分

～正午まで業務を行います。

公　民　館 12月28日（月）～1月4日（月）まで休館します。

博　物　館 12月27日（日）～1月4日（月）まで休館します。

総合体育館
武　i道　館
市民体育館

12月29日㈹～1月3日（日）まで休館します。

ごみ収集
12月31日㈲～1月3日（日）まで、ごみ収集

は休みます。なお焼却場への持ち込みは、

12月31日㈲の正午まで受け付けます。

羽根川荘
平　域　園

12月27日（日）～1月4日（月）まで休みます。

四ツ宮荘 12月29日㈹～1月3日（日）まで休館します。

「クロス10』年末・年始の業務

休 館 日 12月29日㈹～1月1日働まで休みます。

①12月28日（月）は午後1時まで。

②1月2日CD・3日（日）は午前10時～午後

営 業 日 3時の間、物産ホール・喫茶コーナー

のみ営業します。

③1月4日（月）から通常営業を始めます。

リフト料金

1　回　券 130円
回数券（17回） 2，000円

1　日　券 3，000円

ス
キ
ー
場

　　　り

　　窺市民スキー場
　　　　　　　　　　　初級・中級・上級の全コース

　　　　　　　　　　にナイター施設を完備。練習に

　　　　　　　　　　はもってこいのコースです。

　　　　　　　　　　　ナイターは日・月曜日、祭日を

　　　　　　　　　　除く毎夜6時15分～9時まで。

ロ問い合わせ十日町スキーリフト㈱（盈57－5886）また

　は体育課（智52－4377）へ。

　　　り
　　窟桂スキー場
　　　《
　ゆるやかな斜面、小さな

子供さんにはうってつけの

ファミリーゲレンデです。

ロープ塔は、土・日曜日、

祭日に運転します。

■交通機関　J　R魚沼中条駅から東側へ徒歩で15分。

■問い合わせ　桂スキー場（智57－9390）または大熊功（智

　57－6761）へ。

　　　り

　　嬢中峰スキー場

ロープ塔料金

1　日　券 800円

半　日　券 500円

スパイクタイヤ禁止！
　～罰則が適用・10万円以下の罰金～

　平成2年6月に国は、「スパイクタイヤ紛じん発生の

防止に関する法律」を制定し、昨年4月から環境庁長

官が指定する地域では、スパイクタイヤの使用を禁止

しました。さらに、今年の4月から（実質的にはこの

冬から）はその違反者には罰則が適用されることにな

りました。罰金は10万円以下ですが、交通違反などの

行政罰と違い、刑罰として処理されるので重く受けと

める必要があります。

　12月は「脱スパイク運動推進月間」です。スタッド

レスタイヤやタイヤチェーン等を着用し、紛じんのな

い環境づくりにご協力ください。

〈スタッドレスタイヤの特性を引き出すために〉

①発進のときはゆっくりとアクセルを踏み、タイヤの

　摩擦力を十分に発揮させる。

②走行中の加・減速はゆるやかに行い、急旋回は避け

　る。坂道では事前にシフトダウンし、特に下り坂で

　はエンジンブレーキを活用する。

③急ブレーキによるタイヤのロックは車をスリップさ

　せ、ハンドル操作を不能にします。ペダルをゆっく

　り踏むように心がける。

ロープ塔料金

大人1日券

小人1日券

1，000円

500円

　家族で楽しめるゲレンデ。疲

れたら暖かいロッジ中峰でちょ

っと一休み。ロープ塔は土・日

曜日、祭日に運転します。

■交通機関　J　R下条駅から東側へ徒歩で20分。

■問い合わせ　ロッジ中峰（智55－2746）または下条公民

館（盈55－2004）へ。

　り

窺上越国際当間スキー・場
　　上越国際スキー場「塩之又ゲレンデ』

　今年はレストラン当間を

改築し、「当間リゾートセン

ター」として生まれ変わり

ました。レストラン、売店、

貸スキーなどの設備も整え

た当間ゲレンデをご利用く

ださい。

　　　　　　　無料送迎バス

77　とお‘∬詐コr平成4年12月10日

リフト料金

1　回　券 300円

高速4人乗りリフト 600円

回数券（13回券） 3，500円

1　日　券 4，000円

十日町　当間ス
　　皿一→駅　削　キー場

当間ス　十日町
　　　→キー場　駅　前

〈運行期問〉

日曜日・祭日・冬休み、

春休み期間。

〈問い合わせ＞

上越国際当間スキー場
（智58－3291）へ。

8：30→8二55 15二〇〇→15二25

10二30→10：55

17二〇〇→17：25
土曜日のみ

13：30→13二55
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灘
灘
羅
蟹
鞭
灘
霧
灘
灘
雛
鑛
獲

綴
鑛
欝
凝
難
溺
鐵
戴

　
十
日
町
橋
を
渡
り
国
道
2
5
3
号

線
の
浅
河
原
を
経
て
名
ヶ
山
に
至
る
、

薬
師
ト
ン
ネ
ル
の
手
前
か
ら
右
手
の

林
道
を
登
る
こ
と
約
一
キ
。
で
鶴
沼
の

池
に
達
す
る
。

　
池
は
帯
状
に
幅
広
い
平
た
ん
部
の

東
端
近
く
に
あ
る
。
こ
の
平
た
ん
部

は
、
ー
名
ヶ
山
側
の
山
を
後
背
地
と
し

て
樽
沢
川
の
沢
に
向
か
っ
て
移
動
し

た
、
大
き
な
地
す
べ
り
の
頭
に
出
来

た
湿
地
帯
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

池
は
周
囲
を
耕
地
に
埋
め
立
て
ら
れ

て
小
さ
く
な
っ
た
が
、
中
央
部
の
長

径
は
約
一
〇
〇
耕
、
短
径
は
七
〇
層

ほ
ど
、
深
さ
は
最
深
部
で
二
材
く
ら

い
は
あ
ろ
う
。

　
こ
の
池
に
は
、
池
の
古
さ
を
証
明

す
る
大
き
な
浮
島
が
あ
る
。
こ
の
浮

島
に
は
、
氷
河
期
の
遺
存
種
（
レ
リ

ッ
ク
）
と
い
わ
れ
る
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
や

ヤ
マ
ド
リ
ゼ
ン
マ
イ
が
群
落
を
な
し
、

昆
虫
類
に
は
オ
オ
ト
ラ
フ
ト
ン
ボ
・

エ
ゾ
イ
ト
ト
ン
ボ
・
カ
ラ
カ
ネ
ト
ン

ボ
・
ヨ
ツ
ボ
シ
ト
ン
ボ
な
ど
の
高
地

種
が
多
い
．

　
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
氷
河
期
の
代

表
種
の
ほ
か
に
、
そ
れ
よ
り
前
に
分

跳
曝
蘇
灘
謄

縢
講
繋
難
難

纏
灘
難
灘

布
を
広
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
西
南
支

那
系
の
コ
オ
ホ
ネ
・
ジ
ュ
ン
サ
イ
・

ヒ
ツ
ジ
グ
サ
な
ど
の
古
い
水
生
植
物

が
水
面
を
覆
っ
て
い
る
。

　
魚
類
で
は
、
え
ら
や
内
臓
が
透
け

て
見
え
る
フ
ナ
の
変
種
が
住
み
、
両

生
類
の
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
は
純
粋
種

ば
か
り
で
あ
り
、
ク
ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ

ウ
オ
が
産
卵
に
集
ま
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
こ
の
池
の
浮
島

に
数
株
の
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
植
え
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。
種
類
の
組
合
せ
が

池
の
形
成
史
を
語
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
な
い
こ
と
に
意
味

が
あ
っ
た
わ
け
で
、
自
然
対
人
為
の

問
題
は
慎
重
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
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鶴

．
露
塞
鱒
塞
O

響
…

交
通
指
導
を
三
十
三
年
間

　
　
　
　
人
生
の
節
目
に
現
役
を
引
退

－
．
遡
彌
ー

　
十
一
月
十
三
日
午
前
七
時
半
本
町

二
丁
目
交
差
点
で
、
黄
色
い
お
じ
さ

ん
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
山
内

さ
ん
へ
の
感
謝
の
集
い
が
開
か
れ
、

十
日
町
小
学
校
の
児
童
か
ら
花
束
と

千
羽
鶴
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
寄
る
年
波
に
は
勝
て
ず
、
こ
の
日

誕
生
日
を
迎
え
人
生
の
節
目
に
現
役

を
引
退
さ
れ
る
山
内
さ
ん
。
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
社
会
に
奉

仕
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

自
宅
前
で
交
通
事
故
が
発
生
し
た
の

が
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
き
っ

か
け
で
し
た
。
以
来
三
十
三
年
間
に

わ
た
り
、
黄
色
い
帽
子
と
ジ
ャ
ン
パ

ー
姿
で
朝
七
時
半
か
ら
一
時
間
、
子

供
た
ち
と
握
手
す
る
な
ど
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
は
か
り
な
が
ら
交
通
指
導

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
六

　
ん
　
さ
）
男
臓

　
　
　
マ

麟
喜
．

　
　
　
　

飴
與
町
内
体

・
山

鱗

年
に
県
知
事
表
彰
、
四
十
七
年
に
は

総
理
府
総
務
庁
長
官
表
彰
な
ど
交
通

安
全
に
関
す
る
数
々
の
表
彰
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
「
子
供
た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
を

聞
く
と
胸
が
ス
ー
と
し
ま
す
。
そ
れ

が
三
十
三
年
間
続
け
て
こ
れ
た
理
由

で
す
」
と
、
目
を
細
め
子
供
た
ち
に

思
い
を
は
せ
る
山
内
さ
ん
。
自
慢
は
、

本
町
二
丁
目
交
差
点
で
子
供
た
ち
の

事
故
が
一
件
も
無
か
っ
た
こ
と
で
す
。

大
雪
の
朝
は
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
で
横
断

歩
道
の
除
雪
を
す
る
な
ど
、
歩
行
者

に
繊
細
な
気
を
配
っ
て
い
ま
し
た
。

　
屈
託
な
く
「
子
供
は
昔
も
今
も
素

直
で
清
ら
か
で
す
。
そ
ん
な
子
供
た

ち
か
ら
も
ら
っ
た
手
紙
や
千
羽
鶴
が

私
の
宝
物
」
と
語
る
山
内
さ
ん
。
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
。

き
萄
怜
の
乃
の

動
臓
駄
即
駄
一
鉱
一
－
＋

の
講
鶉
”
躍
”
矧
”
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今
月
の
表
紙

　
　
　
　
十
一
月
二
十
六
日
㈹
の
夕

　
　
　
方
か
ら
降
り
始
め
た
初
雪
は
、

　
　
　
翌
朝
二
十
三
独
．
の
積
雪
と
な
り

ま
し
た
。
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が

計
画
さ
れ
て
い
る
珠
川
の
馬
場
小
珠
田

分
校
（
平
野
功
校
長
）
で
は
、
快
晴
に

恵
ま
れ
た
二
十
八
日
ω
生
活
科
授
業
が

行
わ
れ
、
七
名
の
児
童
は
白
銀
の
世
界

に
と
び
出
し
、
初
雪
に
大
喜
び
し
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
　
編
集
後
記

　
今
年
は
全
国
的
に
交
通
事
故
に
よ
る

犠
牲
者
が
急
増
し
、
十
日
町
市
に
お
い

て
も
例
年
に
な
く
死
亡
者
が
増
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
㊥
も
車
を
運
転
し
て
通
勤
し
て
い
ま

す
の
で
、
事
故
は
絶
対
起
さ
な
い
よ
う
毎

日
自
分
自
身
に
い
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　
年
末
を
迎
え
、
飲
酒
の
機
会
も
ふ
え

本
格
的
な
降
雪
期
と
な
り
、
歩
く
人
も

運
転
す
る
人
も
安
全
を
確
か
め
、
交
通

事
故
の
な
い
「
明
る
い
ま
ち
」
で
あ
る

よ
う
祈
っ
て
い
る
㊥
で
す
。
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